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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者において運動耐容能の低下は肺機能の低下に伴って出現する。近年、除
脂肪体重の低下がCOPD患者の運動耐容能や、QOLの低下と関連すると報告されている。今回、我々は、COPD患
者の体成分を多電極、多周波数のインピーダンス法により測定し、各体成分が運動耐容能に与える影響につき検
討した。 
【方法】外来通院中の安定期COPD患者を対象とし（n＝20）、8電極4周波数を用いたインピーダンス法によって
上下肢水分量および細胞内外水分量を測定した。さらに運動耐容能の評価として漸増運動負荷試験により最
大酸素摂取量（peakV
．
O2）を、また無酸素代謝閾値以下での定常運動負荷試験により運動開始時の酸素摂取量の
時定数（τV
．
O2）を測定した。 
【結果】peak V
．
O2は、体重、total body water（TBW）、intracellu ar water（ICW）、上肢水分量、下肢水分量、
ECW（extra cellular water）／ICW比および肺機能（FEVl.0，FEVl.0％，RV／TLC，DLco）と各々有意な相関を示
すものの、重回帰分析でpeakV
．
O2は、ECW／ICW比、下肢水分量、FEV l.0により回帰された（p＜0.0001，R＝0.892）。
また、τV
．
O2は、ECW／ICW比と有意な相関を認めた。 
【結論】COPD患者における運動耐容能低下には肺機能とは独立してECW／ICW比の増加（cellular dehydration）
および下肢筋肉量（下肢水分量）が関連しており、ECW／ICW比は、骨格筋における酸素利用効率に影響を与える
因子である可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者の運動耐容能は肺機能の低下に伴って低下してくる。さらに近年、除脂肪体重
の低下がCOPD患者の運動耐容能や、QOLの低下と関連すると報告されている。本論文は、COPD患者の体成分を
多電極、多周波数のインピーダンス法により測定し、各体水分組成が運動耐容能に与える影響について検討した。 
 外来通院中の安定期COPD患者20例を対象として、8電極4周波数を用いたインピーダンス法によって上下肢
水分量および細胞内外水分量を測定した。運動耐容能の評価として漸増運動負荷試験により最大酸素摂取量
（peakV
．
O2）を測定し、さらに無酸素代謝閾値以下での定常運動負荷試験により運動開始時の酸素摂取量の時定数
（τV
．
O2）を測定した。 
 peakV
．
O2は、929±208ml／minと予測値の72.2％に低下していた。またpeakV
．
O2は、体重、total body water
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（TBW）、intracelluar water（ICW）、上肢水分量、下肢水分量、ECW（extracellular water）／ICW比および
肺機能（FEVl.0，FEVl.0％，RV／TLC，DLco）と各々有意な相関を示すものの、重回帰分析で、ECW／ICW比、下肢
水分量、FEVl.0の3要因により回帰された（p＜0.001，R＝0.892）。さらに、ECW／ICW比は、運動開始時のτVO2
と有意な相関を認めたことから骨格筋における酸素利用効率に影響を与える因子である可能性が示唆された。 
 結論として、COPD患者における運動耐容能低下には肺機能の低下とは独立してECW／ICW比の増加、および下
肢筋肉量を反映する下肢水分量の減少が関連していることを示した。 
 よって、本研究は慢性閉塞性肺疾患患者における運動耐容能の規定因子の解明に寄与しており、本研究者は博
士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
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